











































































なければならない。同様に， r相手になってやろうj→ f犬を脅かさないように近づく j という
構報変換が可龍になるためには，情報担体記号としての概念[的なもの]が技能の中に用意さ
れていなければならない。このように考えると，環境適応能力(=r生きる力J)を高める三2
とは清報変換に使用できる情報担体記号の生成能力とその使用龍力の獲得であるとみなすこと
ができる。
また，内部モデルとは，長期記憶にある情報を組み合わせて生成した，外部環境に実在する
対象のバーチャノレなモデ、/レである。「犬を脅かさ記いように近づく jを運動器を通して実行する
前に，内部モデルの「黒い犬J，こ f近づいて」みて，その反応を認識に掛けているのである G
-靖報変換モデんの害個
ここで提案した「学習する人間=構報変換システムJという仮説が妥当であるかどうか直接
検証するのはかなり困難な作業であるが，この仮設かち演緯的に導かれる規則が次の 2条件を
満たすかどうかによち 可能になると考えられる。
①経験的教科教育が示している経験問と一致する。
②詫来示されていない新しい規則であり，この規則の王しいことが実証できる。
上の条件①について，いくつかの例を検討してみたい。
-学力について:学習が構報担体記号の生成能力とその使用龍力の獲得であるならば，学習の
結果としての学力は，①生成された需報担体記号の質と量と，②情報担体記号の使用能力とに
よって測定できるはずである。従来型の知識の宥無を問う試験は①の学力を， PISA聖の試験
は②の学力を測定していることになり， 2つの試験成績にずれがあるのも，もっともなことで
ある。また，学習指導要録では，観点別評価の規準として4つの柱を立てているが，これらは
ここで提案している学習者モデ、ルの認識・評{酉・表現・内部モデル生成の4つの能力に対応し
ている。
-自発性について:学習者の自発性を，靖報変換回路を駆動する力のことであるとすれば，自
発性は学習者が本来持っている構報変換欲求によって裏打ちされていることになる。認識欲求
としての好奇心，評語欲求としての自己決定，表現欲求としての意欲と考えると，従来より教
育学で言われている欲求ときれいに対応する。
・主葬性について:情報変換に必要記長期記境に蓄えられた'請報を，すなわち知識・錨鐘観・
技能を，学習者自身が情報変換の結果として生成するのか，それとも能者が生成した情報を外
部から移植するのかという区別が見えてくるが，理科学習にも「考えるj 学習=情報生成体験
室学習と「覚えるj学習=槽報告違型学習の2通りの学習が存在するの辻経験的に明らかであ
る。
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